
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 岸町小学校 ）     学校番号 ０１４                            【様式】 

学 校 教 育 目 標 
かしこく（知育）やさしく（徳育）たくましく（体育）なかよく（コミュニケーション） 
豊かな心をもち、たくましく生きる児童の育成 

       

目 指 す 学 校 像 
「夢と希望をはぐくむ楽しい学校」  〇児童が元気に登校する学校 〇教職員が児童一人ひとりのよさ認め、そのよさを 

引き出す学校 〇保護者・地域の方が子どもを通わせたいと思える学校 
       

          

重 点 目 標 

１ デジタルとリアルをバランスよく融合した「深い学びの実現を目指した探究的な学び」の実現 
２ 児童が元気に登校し、教職員が児童のよさを認め引き出す学校づくりの実現 
３ 学校運営協議会を要とし、学校、家庭、地域が連携した学校づくりの推進 
４ 安全・安心で美しい教育環境の整備の充実 
５ コーチングの視点を生かした教職員の指導力の向上 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で

は、各教科共に高い数値を維持している。 

〇全体的に基礎学力は定着しており、より発展的

な学習を望む保護者の願いが大きい。 

〈課題〉 

〇全国学調、市学調の分析結果から、問題を日常

の生活に反映させる力や、文章問題で何を問わ

れているかを読み解く読解力に課題がある。 

〇新体力テスト全般において全国及び市平均を下

回っており、体力向上への取組が必要である。 

・課題を生活化

させたり、文

章の読解力を

高めたりする

ことに重点を

置いた学習活

動の工夫改善 

① 市教委の学力向上カウンセリング研修

を全教員で受講し、児童の回答内容を

教員が分析する。 

② 毎回の授業で課題発見や課題解決の場

面の設定や、友達とのかかわりを通し

た思考の共有を行い、児童が自分の考

えがもてる授業を展開する。 

①市学習状況調査における国語の読解力

に関わる正答率が、市平均以上となっ

たか。 

②授業参観や管理職参観等で、左の具体

的な方策により、児童が自分の考えが

もてる授業を展開していたか。 

 

 

 

  

・日常的に体力

向上に関わる

キャンペーン

活動等の実施 

① 体育科の授業で児童が自分で課題を設

定し解決する学習過程を実施する。 

② 業間や昼休みに体力アップキャンペー

ンを行い、体力向上に取り組む。 

①学校課題研修の３回の研究授業で左の

ような学習過程となっていたか。 

②体力アップキャンペーンが年間５回以

上実施できたか。 

   

2 

〈現状〉 

〇学校評価「学校は、楽しい」の肯定的な回答

が、児童、保護者とも９０％を上回っている。 

〇「小さなよき社会人として行動しよう」という

キャッチフレーズの下、他者とのかかわり合い

を意識した児童の育成に取り組んでいる。 

〈課題〉 

〇児童は進んであいさつできるようになってきた

が、あいさつの仕方には個人差が見られる。 

〇登下校の歩行で広がってしまうことがあり、緑

道で他の歩行者の妨げとなることがある。 

・児童一人ひと

りへの細かい

教育支援・相

談に向けた校

内体制の充実 

① 生徒指導と教育相談委員会で、児童の

情報共有を行うとともに、焦点化した

協議を行う。 

② さいたまスクールダッシュボード

（SSDB）を実施し、児童個々の情報を

蓄積し、細やかな分析を行い適時に組

織的な支援・相談を行う。 

①生徒指導委員会では児童の情報共有、

教育相談委員会では、具体的な事例に

よる協議が行えたか。 

②SSDBによるおはようメーター等の取組

を継続的に行い、そこで得た情報を生

徒指導や教育相談に行かせたか。 

 

   

  

・「凡事徹底」

と 「 率 先 垂

範」の定着 

 

 

① 講話朝会や学校行事等で「小さなよき

社会人」「凡事徹底」「率先垂範」に

ついて日常的に啓発を行う。 

② 手本となる姿を児童の中から紹介し、

児童に自分事としてとらえさせる。 

①校長の話の後に、各担任が児童の実態

に応じて補足の話ができたか。 

②児童の学校評価⑦「きまりを守ってい

る」の「はい」の回答が前年度を上回

ったか（63.6％）。 

   

3 

（現状） 

〇学校運営協議会で児童に「コミュニケーション

力、相手を思いやる気持ち」を身に付けたい力

として共有し、学校・家庭・地域で連携したあ

いさつ運動や環境整備活動を展開した。 

〇運動会や音楽会等の学校行事で YouTube 配信を

行い、開かれた学校づくりの手立てとなった。 

〈課題〉 

〇学校運営協議会での取組を、教職員、保護者、

地域に周知し、互いが自分事として取組に参画

する必要がある。 

〇学校運営協議会に児童会を参加させ、子どもと

大人が連携した取組を行いたい。 

・学校・家庭・

地域が連携し

目指す児童像

に迫るための

活動の充実 

 

①学校運営協議会の熟議で、目指す児童

像に焦点を当てた話し合いを行う。 

②熟議で出された方向性について、次年

度までには実現できるような具体的な

手立てを立案する。 

①３回の協議会で毎回熟議を位置付けら

れたか。 

②熟議で出された方向性について、第３

回の協議会までに次年度までに実現で

きるめどが立ったか。 

   

  ・児童が自分事

として学校運

営に参画する

学校運営委協

議会の実施 

①第２回学校運営協議会に児童会が参加

し、自分たちの活動報告や協議会への

提案を行い、学校運営に参画する。 

②児童会から学校運営協議会の内容の報

告や感想を児童全体に周知し、児童全

体に学校運営協議会の存在を知らしめ

る。 

①第２回学校運営協議会に児童会が参加

し発表できたか。 

 

②第２回学校運営協議会後に、児童会か

ら児童全体への周知ができたか。 

   

4 

（現状） 

〇築年数が４０年以上のため老朽化が進んでいる

が、危険箇所を洗い出し迅速に対応している。 

〇校内の花壇は、保護者ボランティアやＳＳＮの

協力で美しい環境が維持されている。 

（課題） 

〇学校予算だけでは修理が難しいので、担当課と

相談し教育活動に支障がないようにしている。 

〇毎日の清掃活動については、時間が短いので、

効果的な取組を行うための改善が必要である。 

・安全で安心で

きる教育環境

整備の充実 

①毎月安全点検を行い、報告集計後３日

以内に修繕の対応を決定する。 

②施設の改善箇所を覚知した時には、管

理職と事務職員で協議し３日以内に対

応を決定する。 

①②安全点検及び危険個所覚知後３日以

内に,管理職と事務職員で協議し対応

について決定できたか。 

 

   

  
・美しい学校環

境美化活動の

充実 

①教職員が児童と共に清掃活動を行い、

率先垂範を行う。 

②無言清掃の全校実施を定着させるた

め、環境委員会や代表委員会の児童に

改善に向けての話合いを促す。 

①教職員が児童と共に清掃活動を行い、

率先垂範していたか。 

②学校評価③「そうじについて」の児童

と保護者の「はい」の回答が前年度を

上回ったか。(C: 57.5％、P:40.0％） 

   

5 

〈現状〉 

〇教員がアクティブ・ラーニング型の授業に取り

組み、授業力の向上に努めている。 

〇授業を参観し合ったり、分掌の仕事を分担した

りする中で、互いに教育力を高めている。 

〈課題〉 

〇公開授業や示範授業を十分に周知し、互いに学

び合える環境にしたい。 

〇経験の浅い教員が多く、教材研究や学級経営の

仕方について情報を共有し、効率的に働き方を

身に付けることが課題である。 

・教職員一人ひ

とりが力を発

揮し互いに磨

き会える場の

充実 

①管理職参観を年２回全教員が実施し、

授業後に協議を行う。 

②教職員が個人的に自主研修会を開催

し、自分の研究を披露したり他の教

員に講義を行ったりする。 

①学校評価②「授業が分かりやすい」の

の児童と保護者の「はい」の回答が前

年度を上回ったか。 (C:63.3％、

P:46.7％) 

 

 

 

  
・教職員一人ひ

とりが ICT を

文房具のよう

に扱うための

研修の実施 
 

①学び方改革推進部や ICT 教育推進部の

教員主催の自主研修会を開催する。 

②運営委員会や学年会、校務分掌会の話

合いに紙媒体を用いずに校務端末で情

報共有をする。 

①年間５回以上、教職員が自主研修を開

催したか。 

②学期に１回以上、教職員が ICT に関わ

る自主研修を開催したか。 
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令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 岸町 小学校 ）     学校番号 ０１４                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
「夢と希望をはぐくむ楽しい学校」〇児童が元気に登校する学校 〇教職員が児童一人ひとりのよさを認め寄り添う学校 

〇保護者・地域が理解をよせる学校 
       

          

重 点 目 標 

１ デジタルとリアルを組み合わせた「探究的な学び」を推進する 
２ 「凡事徹底」と「率先垂範」により、安全で美しい学校環境を整える。 
３ 学校運営協議会を要に、学校・保護者・地域の絆を深める 

４ 日々の授業と研修で、互いに磨きをかける 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 
      

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月２１日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で

は、各教科共に高い数値を維持している。 

〇学校での学習に加え学校外での学びにより、基

礎学力は定着しており、より発展的な学習を望

む保護者の願いが大きい。 

〈課題〉 

〇全国学調、市学調の分析結果から、問題を日常

の生活に反映させる力や、文章問題で何を問わ

れているかを読み解く読解力に課題がある。 

〇日頃の学習の様子から、学習能力は高いが、学

びへの関心・意欲が少ないことが課題である。 

〇ＩＣＴへの関心が高く、毎日の活用は定着しつ

つあるが、課題発見・課題解決への効果的な活

用には十分に至っていない。 

・課題を生活化

させたり、文

章の読解力を

高めたりする

ことを向上さ

せる学習活動

の工夫改善 

 

①市教委の学力向上カウンセリング研修

を全教員で受講する。指導内容を基に

学習状況調査における児童の回答内容

を教員が分析する。 

②毎回の授業で課題発見や課題解決の場

面を設定するとともに、友達とのか

かわりを通して、他者の多様な考え

に触れたり、自分との違いに気づい

たりして、自分の考えがもてる授業

を展開する。 

①市学習状況調査における国語の読解力

に関わる正答率が、市平均以上となっ

たか。 

 

②体育科・特別活動を中心に、課題発

見・課題解決的な授業を継続すること

で、児童の学習への意欲向上や学力

(体力)向上へと結びつけることができ

たか。(調査資料部の分析) 

①については、結果が未公表のため、結果が

分かり次第の評価とする。 

②体育科において「技能の向上に向けて自分

で考える」ことに肯定的な評価が 88％、

「先生や友達の話を聞いて参考にする」が

90％、特別活動において「話し合ったこと

を生活に生かす」が 84％、「クラスや学校

の課題に気づきよりよく過ごす」が 89％と

学習への意欲や体力向上に結び付けること

ができた。 

Ａ 

①国語的な読解力は必須な能力である

ので、これからも国語科に関わらず

すべての教科において、コーチング

の手法を用いて児童の内面に潜む考

え方を引き出す指導を推進してい

く。 

②体力向上については、今後も継続的

に取り組み、様々なキャンペーンを

計画していく。 
 

・ICT 機器の活用により、児童

の学習スタイルが変わりつつ

ある。しかし、対面における

授業づくりの大切さや心情面

を育てる指導も忘れずにいて

ほしい。 

・研修で体育に取り組んでいる

ため、指導が充実しており、

児童が楽しむ様子が家庭に伝

わった。今後も継続してほし

い。 

・タブレット端末を利用するこ

とで、板書が苦手な児童が救

われることがある。週末だけ

でなく、端末持ち帰りの頻度

を高めてほしい。 

 

・学習の流れを

見通したり、

課題と解決策

を明確にした

りするための

タブレットの

効果的な活用 

①さいたま市スマートスクールプロジェ

クト「SSSP」を積極的に活用し、個

別最適な学習や協働的な学習を日々

の授業に取り入れる。 

②全国学力・学習状況調査の振り返りを

児童自身が行い、結果をもとに一人ひ

とりが自身の学習目標を立てる。 

①学校評価「授業が分かりやすい」「学

校におけるタブレット学習」の肯定的

な評価が昨年度を上回ったか。 

 

②全国学調の振り返りを基に、児童一人

ひとりがその後の学習目標を設定し、

達成に向けて努力できたか。 

①「授業が分かりやすい」は児童の肯定的な

評価は 94.4％、保護者は 96％で昨年度と同

水準であった。「学校におけるタブレット

学習」は児童 93.6％で-4 ポイント、保護者

は 88.1％で+5.4 ポイントであった。 

②6 年生が全国学調の振り返りを基に、児童一

人ひとりが自分の目標を設定し取り組むこ

とができた。 

Ｂ 

①学校におけるタブレット学習は必須

であるので、文房具のように学習で

扱うよう取り組んでいく。 

②全国学調は 6 年生のみの対象なの

で、市学調を含め、事後の分析と振

り返りを大切にしていく。 

2 

〈現状〉 

〇Ｒ５年度学校評価「学校は、楽しい」の肯定的

な回答が、９０％を上回っている。 

〇敷地内に樹木が多く、常に剪定や除伐が必要で

ある。正門脇や中央ロータリー等の花壇は、Ｐ

ＴＡやＳＳＮの協力で美しい環境が維持されて

いる。 

〈課題〉 

〇児童は進んであいさつできるようになってきた

が、気持ちのよいあいさつについては個人差が

見られる。 

〇毎日の清掃活動については、時間が短いので、

効果的な取組を行うための改善が必要である。 

・児童一人ひと

りへの細かい

教育支援・相

談に向けた校

内体制の充実 

 

 

 

①生徒指導委・教育相談委を隔週で行

い、児童の情報共有を綿密に行うと

ともに、協議内容の差別化を図り、

焦点化した協議を行う。 

②さいたまスクールダッシュボード

(SSDB）の実施により、児童個々の情

報を蓄積し細やかな分析を行い適時

に組織的な支援・相談を行う。 

①学校評価「学校は楽しいですか」で、

児童の肯定的評価が 90％以上となっ

たか。 

 

②学校評価「先生は相談にのってくれま

すか」で、児童・保護者の肯定的評価

が 90％以上となったか。 

①「学校は楽しいですか」は児童の肯定的評

価が 93％で評価指標を達成した。 

 

 

②「先生は相談にのってくれますか」は児童

の肯定的な評価が 94.9％、保護者が 97.1％

で評価指標を達成した。 

Ａ 

①様々なニーズの児童に対して対応で

きる居心地のよい居場所づくりを心

がける。 

 

②SSDB を活用し、機を逃さず丁寧な対

応を心がける。また、相談が立て込

むときは、必要に応じて SSW 等と連

携して相談に対応する。  

・先生方が児童や保護者の話を

よく話を聞いていただいてお

り、ありがたい。 

・あいさつ運動はよく定着して

きたように思う。地域と関わ

っての清掃活動はとても充実

した機会となった。 

・SSDB を生かしたデータの蓄

積・活用が課題である。 

・清掃活動について、保護者の

手伝いが定期的に入る学校が

ある。取り入れてみてもよい

のではないか。 

・安全で美しい

学校生活の実

現に向けた環

境美化活動の

充実 

 

①無言清掃の全校実施を定着させるた

め、環境委員会や代表委員会の児童

に改善に向けての話合いを促す。 

②ＳＳＮ、ＰＴＡ等との連携を図り、校

内の環境美化を進める。 

①学校評価「そうじをがんばっています

か」で、児童と教員の肯定的評価が昨

年度を上回ったか。 

②校内の除草・伐採、学校敷地内の緑化

活動により、校地内の美しい環境が維

持されているか。 

①「そうじをがんばっていますか」は児童の

肯定的な評価が 93％で-5 ポイント、教員が

90.9％-1.2 ポイントでどちらも昨年度を下

回った。 

②学校緑化については PTA と連携を図り、樹

木伐採は市教委に対応していただき、安全

で美しい学校環境を進めた。 

Ｂ 

①校舎は築 40 年を超えているが、児童

が自分事として清掃活動に取り組め

るよう指導をしていく。 

②今後も PTA や地域の方との連携を心

がけ、児童を巻き込んだ環境美化活

動の充実に取り組んでいく。 

3 

〈現状〉 

〇学校運営協議会の熟議により、児童に「コミュ

ニケーション力、相手を思いやる気持ち」を付

けたい力として共有し、学校・家庭・地域で連

携しあいさつ運動を展開した。 

〇音楽会等の学校行事で YouTube 配信を行い、開

かれた学校づくりの一助となった。 

〈課題〉 

〇学校運営協議会での取組を、児童、教職員、保

護者、地域に周知し、互いが自分事として取組

に参画する必要がある。 

〇学校・家庭・地域の連携によるあいさつ運動に

続く児童の育成に関わる新しいテーマを見つ

け、取り組みたい。 

・目指す児童の

姿を地域で共

有するための

ICT 等を活用

した教育活動

の公開・広報 

①YouTube 配信を継続し、保護者・地域

に取組を広める。 

②本校で発出する文書の電子媒体による

配信を推進する。 

③学校ＨＰに学校運営協議会の取組を紹

介するページを作成したり、学校だよ

り、授業参観・懇談会の校長あいさつ

で、学校運営協議会の取組や児童の活

動の様子を積極的に発信したりする。 

①定期的に YouTube 配信を行い、家庭数

の 50%以上の閲覧数を達成できたか。 

②本校で発出する文書の電子媒体での配

信を８割以上にできたか。 

③学校評価「親子で学校の話をしていま

すか」で、児童、保護者の肯定的評価

が、昨年度より上昇したか。 

 

①運動会、音楽会、第 2 回学校保健委員会で

YouTube 配信を行い、運動会（725 回）と音

楽会（1760 回）で 50%以上の閲覧数を達成

した。 

②本校で発出する文書は、電子媒体での配信

を中心にし、8 割以上の配信を達成した。 

③「親子で学校の話をしていますか」は児童

が 81.5％、保護者が 90.5％で昨年度と同水

準であった。 

Ｂ 

①YouTube 配信をする機会を模索し、

配信を通した開かれた学校づくりを

推進していく。 

②学校に送られてくるチラシをデータ

に加工して配信し、校務員の業務削

減につなげていく。 

③親子の会話について、児童と保護者

の認識に差があるので、児童が進ん

で会話するように働きかけていく。 
 

・YouTube 配信は保護者にとっ

て大変ありがたいものであ

る。今後も保護者のみの公開

として進めていくべきであ

る。 
・落ち葉清掃の取組は、地域と

のかかわりが増えてよかっ

た。今後も継続してほしい。 
・学校運営協議会の活動につい

てより教職員に共有をする必

要がある。同様に、PTA にお

いても活動内容や意義につい

てより共有する必要がある。 

・学校・家庭・

地域が連携し

た目指す児童

に迫る活動の

実施 

 

①白幡中生徒会と連携し「小中合同あい

さつ運動」を定期的に行う。 

②緑道の清掃活動や保護者・自治会合同

の下校時見回り活動等、互いが協働す

る活動を熟議し、新たなテーマを決め

て取り組む。 

①学校評価「あいさつをしていますか」

で児童、保護者の肯定的評価が昨年度

を上回ったか。 

②今年度の学校運営協議会の熟議で、新

しいテーマや取組の案があがったか。 

①「あいさつをしていますか」は児童が

91.8％で=2.9 ポイント、保護者が 87.6％で

+1.7 ポイントであった。 

②環境整備を通して児童と保護者・地域の方

が交流する活動を企画し、児童と大人が関

わり合う新たな機会を実施できた。 

Ａ 

①家庭・地域との合同あいさつ運動を

毎月実施できた。児童のあいさつに

ついては継続的に指導をしていく。 

②これからも児童を巻き込み、児童が

自分事として保護者や地域の方と関

わり合って活動できるようにする。 

4 

〈現状〉 

〇教員がアクティブ・ラーニング型の授業に取り

組み、授業力の向上に努めている。 

〇一人一台タブレットは、どのクラスもほぼ毎日

活用できるようになっている。 

〇授業を参観し合ったり、分掌の仕事を分担した

りする中で、互いに教育力を高めている。 

〈課題〉 

〇学校課題研究をさらに充実させたい。 

〇公開授業や示範授業を十分に周知し、互いに学

び合える環境にしたい。 

〇若手教員が多く、教材研究や学級経営の仕方に

ついて情報を共有していくことが課題である。 

・学校全体の指

導力向上が業

務改善につな

がる実感が得

られるよう、

教職員一人ひ

とりが力を発

揮し、互いに

磨き合える研

修の実施 

 

①日常的に管理職による授業参観を行う

ことに加え、教員同士が互いに授業を

見合い、アドバイスし合う機会を確保

する。 

②個々の研修履歴を踏まえ、管理職が各

教員のニーズを確認し、各教員が自分

の学びたい内容の研修を選択して参加

する。 

③エバンジェリストを中心にタブレット

の操作や各種ソフトの活用について、

情報共有を定期的に行う。 

①本時の目標に特化したまとめと振り返

りを行う授業を全教員が行っていた

か。 

 

②全国教員研修プラットフォーム（Ｐｌ

ａｎｔ）を活用し、個々の教員がオン

ラインを含めた様々な研修に参加した

か。 

③業務改善に関する教職員の学校評価

で、昨年度の肯定的評価を上回ること

ができたか。 

 

①教員が本時の目標とまとめについてのかか

わりを意識した授業を行えるようになって

きた。振り返りについては、時間の確保が

課題である。 

②個々の教員が全国教員研修プラットフォー

ム（Ｐｌａｎｔ）を活用した研修の参加で

きるようになった。 

 

③業務改善に関する教職員の肯定的な評価が

72.8％で-10.5 ポイントであった。時間外在

校時間の月平均は 11 月末現在 27 時間 28 分

で適正な状況である。 

Ｂ 

①本時の目標に特化したまとめと振り

返りは授業の基本なので、継続的に

取り組むようにしていく。 

 

②これからも管理職と教職員との面談

を活用し教職員一人ひとりのキャリ

アに応じた研修に取り組めるように

していく。 

③働き方改革は、業務量と働きがいの

バランスが大切なので、教職員一人

ひとりにタイムマネジメント力をつ

けるよう支援していく。 

 

・ＩＣＴに堪能な教員がいる場

合は、校内で研修を行うとよ

いのではないか。 

・自動採点システムを導入する

学校があると聞くため、働き

方改革につながるのであれ

ば、検討してほしい。 

・教員の働き方改革を進めると

ともに、「働き甲斐」を大切

にしてほしい。 
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